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　「病院では，どうしてこんなに多く

の種類の薬が処方されるのだろう」

「必要な薬をきちんと内服してもら

うためには，どうしたらいいかしら」

「こんなに厳しい血糖コントロール

がこの人に必要なのかしら」「もしか

したら薬の副作用かもしれない」な

どなど，訪問看護現場で，薬剤につ

いて悩んだ覚えがあると思います。

　とくに筆者が専門とする在宅ホス

ピス緩和ケアでは，痛みなどの症状

緩和のために，医師と協働で，麻薬

やその他の薬剤をどのように内服し

てもらうかが訪問看護師の数ある役

割のなかでも大きなものになってい

ます。本書はその役割を果たす際に

役立つ一冊です。

●在宅ならではの服薬管理のために

　本書は，在宅医療を担っている医

師 3 人によって，在宅医療でよく使

われる薬剤を，�1 　予防のための薬

剤，�2 　治療のための薬剤，�3 　生活を

支えるための薬剤の 3 種類に分類

して，在宅医療に関わる医師だから

こそのポイントをついた解説がされ

ています。それも簡便にいつでも携

帯できるポケット版にまとめられて

いて，訪問看護師にとってはまさに

「必携薬剤の虎の巻」的な一冊です。

　在宅での医療は，病院の医療とは

違い「生活する」ということを中心に

医療を組み立てています。発想の転

換が求められているのかもしれませ

ん。必要な薬剤を，いかに生活に合

わせて内服できるようにするか？　

そのために病院での服薬管理とはま

た違った方法が求められています。

●薬を媒介とした職種連携

　著者は，在宅医療は生活を支える

こと，そしてチームでケアをするこ

とという考えで服薬管理の方法を説

いています。医師や薬剤師，訪問看

護師だけでなくケアに関わるすべて

の職種が，薬を媒介にしてコミュニ

ケーションをとること（コミュニ

ケーション力）が重要だとも述べて

います。

　「医師は何のためにこの薬を処方

したのだろうか」と考えて利用者に

話す。「利用者が直接医師に聞きにく

いときは，医師に確認して利用者が

理解しやすいように伝える」「もしか

したらこれは薬の副作用かもしれな

い」「医師が処方した剤形では，飲み

にくくなっている」と医師に伝える。

訪問看護師にはまさに医師と利用者

の橋渡しが求められていると言えま

しょう。

●在宅における服薬管理の「哲学」

　本書では，薬剤の知識が得られる

だけではなく，「よくある副作用」「薬

の一包化の利点と注意点」「アドヒア

ランスに注目！―薬剤をきちんと

内服してもらうために」「薬の管理は

多職種でサポート」などの項目を立

て，在宅医療での服薬の管理につい

て具体的で参考になる解説がされて

います。

　最後に記された著者からのメッ

セージは，本書が薬剤について解説

しながら，在宅での服薬管理につい

ての哲学（考え方）を教えてくれる書

だということを伝えています。

�1 　薬剤は最終的な健康状態を改善

することを通じ，生活を豊かにする

ために用いられる。

�2 　健康状態は生活するうえでは重

要な要因だが，それがすべてではな

い。

�3 　共に考え，共に悩みながら患者さ

んに関わろう。

�4 　誰のために，何のために薬が処方

されているか，考えることから始め

よう。

　本書を読んで，訪問看護師として，

薬剤の知識の大切さと在宅ケアには

哲学（考え方）が求められていること

を再度確認することができました。

在宅ならではの
服薬管理の“虎の巻”
［評者］川越博美　訪問看護パリアン

在宅医療チームスタッフのための必携薬剤手帳！
松村真司，下田泰彦，山寺慎一
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